
点検支援技術 性能カタログ（掲載状況）

○ 点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、開発者から
提出されたものをカタログ形式でとりまとめたもの。 （令和７年４月に新たに６０技術を追加）

画像計測

・橋梁 ：81(13)技術
・トンネル ：41 (3)技術
・土工 ： 8 (-)技術

・4(-)技術

＜主な掲載技術＞

データ収集・通信

ﾄﾞﾛｰﾝによる損傷把握 ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾝによる変状把握

・橋梁 ：47(8)技術
・トンネル ：27(2)技術
・土工 ： 3 (-)技術

非破壊検査

AEｾﾝｻを利用した
PCｸﾞﾗｳﾄ充填把握

レーダーを利用した
トンネル覆工の変状把握

・橋梁 ：73(10)技術
・トンネル ：19(1)技術

計測・モニタリング

光ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾝｻｰよる
橋梁モニタリング

トンネル内附属物の
異常監視センサー

センサー

トンネル
照明

（H３１．２ ～） （Ｒ５．１１ ～）【橋梁・トンネル】 【土工】

スマートフォンで取得した画像
によるポットホール検知

□：ポット
ホールを検知

MMS※1を活用した
斜面・のり面点検

衛星SAR等を活用した
道路土工点検及び防災点検※2

ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI

【 舗 装 】

・45(16)技術

（Ｒ４．９ ～）

・27(7)技術

ポットホール・区画線の摩耗・建築限界の超過・標識隠れ

【 道 路 巡 視 】 （Ｒ５．３ ～）

※（）内は今回新たに追加された技術数

AIによる自動判定
スマートフォンで取得した画像
と加速度による路面性状測定

ドライブレコーダーで取得した
画像による区画線の摩耗判定

※1 MMS(モービルマッピングシステム)
※2 国土地理院ウェブサイトより出典
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計測・モニタリング技術（10技術）

令和７年度 新規掲載技術の例＜橋梁＞

従
来
点
検

点
検
支
援
技
術

画像計測技術（13技術） 非破壊検査技術（8技術）

高所作業車による近接目視 人による叩き

装置を斜材ケーブルへ挟み込むように設置
斜材上を移動しながら損傷状況を把握

ドローンに搭載した赤外線カメラ画像を解析
表面温度分布の違いからうきを検知

GNSS測位技術を用いて遊間の変位
を測定（遊間異常の検知を目的）

＜掲載技術名＞
自走式斜材点検ロボット

＜掲載技術名＞
ドローンに搭載した赤外線カメラによる変状調査技術

（検出項目：うき）

近接して計測（遊間異常、段差）

移動装置

測定の状況

○ 令和７年度は、橋梁の点検に活用できる技術を、新たに３１技術追加。

○ 斜材ケーブルに設置した装置を移動しながら斜材表面を撮影する画像計測技術、ドローンに搭載し
た赤外線カメラ画像からうきを検知する非破壊検査技術、 GNSS測位技術を用いて遊間の変位を測
定する計測・モニタリング技術等を新たに掲載

撮影画像
4台のビデオカメラで
斜材の全周を撮影

（検出項目：斜材表面の変状）

赤外線画像の解析結果
（部材の表面温度分布）

＜掲載技術名＞
GNSSを用いた橋梁の変位検知技術

（検出項目：変位-遊間の異常）

解析結果はクラウドサーバへ伝送
（PC・スマートフォンで閲覧可）
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○ 令和７年度は、道路トンネルの点検に活用できる技術を、新たに６技術追加。

○ AIと画像処理技術によりひび割れ､漏水･遊離石灰等の変状を自動検出する技術、レーダにより背
面空洞等を検出する技術、３次元点群データ解析により変形等を把握する技術等を追加。

従
来
点
検

点
検
支
援
技
術

画像計測技術（３技術） 非破壊検査技術（２技術）

AIと画像処理技術によりひび割れ､
漏水･遊離石灰等の変状を自動検出

レーダにより、うき、背面空洞、巻厚
不足等を検出

3次元点群データ解析により、変形等
を把握し、カラーマップ表示する

計測・モニタリング技術（１技術）

＜掲載技術名＞
デジタル画像とＡＩを用いたトンネル点検
サポートシステム

＜掲載技術名＞
3次元点群データの差分解析による異常箇所
の見える化技術

＜掲載技術名＞
ストラクチャスキャン(電磁波レーダ)
による覆工検査

（検出項目：ひび割れ、漏水等･遊離石灰等） （検出項目：うき、背面空洞、巻厚不足等） （検出項目：変形）

近接目視により、覆工の
ひび割れ等の有無を確認

打音検査により、うき等による
打音異常の有無を確認

断面計測結果のとりまとめ

令和７年度 新規掲載技術の例＜トンネル＞

撮影画像からひび
割れ等を自動検出

レーダにより
巻厚を計測

変形の差分を
コンター表示

自動検出された
ひび割れ

緑色（変形0）に対して、
変形量に応じた色分け表示

巻
厚

巻
厚
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○ 性能評価項目（ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI）の全て、またはいずれかの評価項目を、すべての
区分（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）で判定できる技術であり、かつ、一定以上の精度が確保されていた技術を、新たに
１６技術追加。

令和７年度 新規掲載技術の例＜舗装＞

従
来
点
検

点
検
支
援
技
術

目視により路面性状を確認 手入力による路面性状の記録

＜掲載技術名＞簡易路面調査システム スマートイーグル

（検出項目：ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI）

ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI判定技術（１６技術）

＜掲載技術名＞スマートフォン路面モニタリングシステム

（検出項目：ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI）

スマートフォンカメラ
(車室内 フロントガラス設置)
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○ ポットホール（10～20cm及び20cm以上）の位置を特定できる技術、区画線の摩耗（剥離度40%以上）
を判定できる技術、標識隠れを判定できる技術であり、かつ、一定以上の精度が確保されていた技
術を、新たに７技術追加。

令和７年度 新規掲載技術の例＜道路巡視＞

従
来
道
路
巡
視

道
路
巡
視
支
援
技
術

ポットホール 建築限界パトロール車

【パトロール車からの目視確認項目の一例（必要に応じて降車して措置を講ずる） 】

ポットホール（６技術）、区画線の摩耗（５技術）、標識隠れ（２技術） [７技術 ※重複有り]

＜掲載技術名＞社会インフラ設備の台帳整備・劣化診断サービス"Audin AI"

（検出項目：ポットホール、区画線の摩耗）

区画線の摩耗

ドライブレコーダー画像を用いて
画像認識AIでの解析を実施

日々の走行時のドラレコデータを蓄積

＜掲載技術名＞ドラレコ・ロードマネージャー

（検出項目：ポットホール）
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